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『
平
家
正
節
』
の
江
戸
伝
播
に
つ
い
て

薦　

田　

治　

子

（
１
）
は
じ
め
に

　

名
古
屋
の
現
行
前
田
流
平
家
が
依
拠
す
る
譜
本
『
平
家
正
節
』
は
、
名
古
屋
で
荻
野
検
校
知
一
（
一
七
三
一
―
一
八
〇
一
）
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
。
序
文
に「
け
だ
し
平
家
の
伝
瞽
師
相
受
授
し
て
書
な
し
。（
中
略
）荻
野
氏
こ
れ
を
憂
ひ
遂
に
こ
の
書
を
刪
述
し
て
門
生
に
授
く
」

（
安
永
五
年
九
月
丹
羽
敬
中
。
原
文
は
漢
文
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
譜
本
の
意
義
は
、
そ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
晴
眼
愛
好
者
が

考
案
し
、
改
訂
を
重
ね
て
き
た
譜
本
を
、
初
め
て
専
門
家
で
あ
る
当
道
盲
人
が
編
纂
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
愛
好
者
の
手
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
譜
本
が
、
限
ら
れ
た
サ
―
ク
ル
の
な
か
で
し
か
普
及
し
な
か
っ
た
の
に
た
い
し
て
、『
平
家
正
節
』
が
広
く
全
国
的
に
普
及
し

た
の
は
、
譜
本
と
し
て
優
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
当
道
側
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
正
本
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
音
楽
に
は
楽
譜
に
書
き
記
せ
な
い
要
素
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
平
家
の
規
範
、
つ
ま
り
作
品
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
楽
譜
で
は
な
く

あ
く
ま
で
も
師
匠
の
演
奏
の
中
に
あ
る
。
そ
う
し
た
音
楽
の
あ
り
方
が
、
楽
譜
の
伝
播
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。『
平
家
正
節
』
も
江
戸
へ
、
そ
し
て
各
地
へ
伝
播
す
る
中
で
変
容
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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『
平
家
正
節
』
と
称
す
る
譜
本
は
『
国
書
総
目
録
』
の
「
平
曲
譜
本
」
の
項
目
だ
け
で
も
二
九
点
、
書
名
は
異
な
る
が
正
節
式
に
記
譜
さ

れ
て
い
る
譜
本
（
例
え
ば
『
平
曲
正
節
』
あ
る
い
は
『
平
家
正
説
』）
も
含
め
れ
ば
、
四
〇
点
を
越
え
る
（
岩
波
書
店
一
九
九
〇　

第
七
巻

一
九
一
―
一
九
二
頁
）。
そ
れ
ら
は
、
伝
播
の
情
況
や
譜
本
そ
の
も
の
の
特
徴
か
ら
、
京
都
・
名
古
屋
系
正
節
と
、
江
戸
系
正
節
に
二
分
さ
れ
、

細
か
く
見
れ
ば
図
表
１
の
①
か
ら
⑤
の
五
種
に
分
類
さ
れ
る
。

図
表
１　
『
平
家
正
節
』
の
諸
本
の
分
類

京
都
・
名
古
屋
系

①
草
稿
本
（
一
部
正
節
完
成
以
前
の
記
譜
法
の
残
る
も
の
。
也
有
本
な
ど
）

②
荻
野
編
纂
本
（
尾
崎
家
本
と
そ
の
写
本
）

江
戸
系

③
初
期
江
戸
伝
播
本
（
墨
譜
［
上
］
を
線
条
式
で
表
す
も
の
。
豊
川
本
な
ど
）

④
江
戸
改
訂
本
（
江
戸
の
語
り
に
合
わ
せ
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
）

⑤
津
軽
系
本
（
津
軽
の
愛
好
家
た
ち
が
書
写
し
た
も
の
。
楠
美
晩
翠
写
本
な
ど
）

　

本
稿
で
は
、
完
成
し
た
荻
野
編
纂
本
が
ど
の
よ
う
に
江
戸
に
伝
播
し
た
か
を
み
る
た
め
に
、
表
１
の
②
、
③
、
④
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
や
譜
本
の
所
属
の
決
め
手
と
な
る
特
徴
に
つ
い
て
は
、
譜
本
の
そ
の
も
の
を
さ
ら
に
注
意
深
く
比
較
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
大
ま
か
な
見
通
し
を
述
べ
て
お
く
。

（
２
）
荻
野
編
纂
本
―
―
尾
崎
家
本
と
そ
の
写
本
類

　

荻
野
検
校
が
完
成
し
た
『
平
家
正
節
』
お
よ
び
そ
の
忠
実
な
写
本
類
を
荻
野
編
纂
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
現
在
名
古
屋
の
尾
崎
家
に
所

蔵
さ
れ
る
『
平
家
正
節
』（
以
下
「
尾
崎
家
本
」）
に
は
、「
荻
野
知
一
」
の
印
が
あ
り
、ま
た
、尾
崎
家
は
荻
野
検
校
の
一
人
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
っ
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た
こ
と
か
ら
、
こ
の
譜
本
は
荻
野
検
校
が
編
纂
し
た
『
平
家
正
節
』
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
非
常
に
近
い
写
本
と
思
わ
れ
る
。

　

尾
崎
家
本
は
三
九
冊
か
ら
な
る
。
二
序
一
跋
を
含
む
付
録
が
一
冊
、
普
通
に
教
習
を
許
さ
れ
る
「
平
物
」
が
三
〇
冊
、
伝
承
上
の
制
約
が

あ
る
「
習
物
」
が
六
冊
、「
間
の
物
」
一
冊
、「
小
秘
事
」
一
冊
で
あ
る
。「
間
の
物
」
お
よ
び
「
小
秘
事
」
に
は
荻
野
検
校
の
印
が
な
く
、

こ
の
二
冊
を
除
く
三
十
七
冊
が
荻
野
編
纂
本
の
基
本
の
形
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
平
家
正
節
』
と
一
緒
に
所
蔵
さ
れ
、
し
ば
し
ば
そ
の
冊
数
に
加
え
ら
れ
る
も
の
に
、「
大
秘
事
」「
八
坂
流
訪
月
」「（
平
家
物
語
）
指
南

抄
」「
柱
経
」「
目
録
」
な
ど
が
あ
る
。
大
秘
事
は
重
い
習
物
で
、
当
道
の
検
校
で
あ
る
荻
野
が
み
ず
か
ら
そ
の
楽
譜
を
作
成
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
館
山
漸
之
進
は
、「
薩
州
公
御
伝
授
の
時
、
御
近
習
に
書
写
方
命
ぜ
ら
れ
、
密
か
に
写
し
取
り
」、
譜
が
で
き
た
と
記
し
て
い

る
（
館
山
一
九
一
〇
：
四
二
七
）。
ま
た
「
八
坂
流
訪
月
」
は
、「（
三
島
）
自
寛
の
お
ほ
へ
居
た
る
を
学
び
て
今
は
瞽
者
の
方
に
も
再
興
し

た
る
」
も
の
で
（
筑
波
大
学
蔵
・
岡
正
武
写
『
八
坂
流
訪
月
』
跋
文
）、
年
代
の
判
明
す
る
最
古
の
写
本
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
写
の

江
戸
の
清
川
勾
当
本
（
東
洋
文
庫
蔵
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
秘
事
同
様
、荻
野
編
纂
本
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。「
指
南
抄
」
と
「
柱

経
」
は
そ
も
そ
も
荻
野
検
校
の
編
著
書
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
荻
野
編
纂
本
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
『
平
家
正
節
』
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ａ　

丹
羽
敬
中
の
序
文
の
日
付
が
安
永
五
年
九
月

4

4

で
あ
る

ｂ　

基
本
の
三
十
七
冊
を
含
む

ｃ　

巻
通
し
の
構
成
法
を
持
つ

ｄ　
『
平
家
正
節
』
と
い
う
題
を
持
つ

ｆ　

写
本
に
よ
る
異
同
が
少
な
い

尾
崎
家
本
を
は
じ
め
、
か
な
り
の
数
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
点
を
以
下
に
あ
げ
る
。　

①
豊
橋
市
立
中
央
図
書
館
蔵
『
平
家
正
節
』。
基
本
の
三
十
七
冊
に
「
目
録
」
が
付
随
、「
指
南
抄
」「
塔
之
平
家
句
組
」「
柱
経
」
が
別
置
さ

れ
る
。
改
行
や
字
配
り
ま
で
尾
崎
家
本
に
似
て
い
る
が
、
墨
譜
の
付
き
方
に
は
小
異
が
あ
る
。
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②
国
風
音
楽
会
所
蔵
『
平
家
正
節
』。
基
本
の
三
十
七
冊
の
う
ち
「
灌
頂
巻
」
を
欠
く
。「
間
の
物
・
八
坂
流
訪
月
」「
小
秘
事
」「
平
家
指
南
」

の
三
冊
が
付
随
す
る
）。
箱
蓋
に
貼
ら
れ
た
一
覧
に
は
「
灌
頂
巻
」
も
含
ま
る
の
で
、
か
つ
て
は
基
本
の
三
十
七
冊
が
揃
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
詞
章
の
書
き
方
は
豊
橋
本
ほ
ど
尾
崎
家
本
に
似
て
な
い
。
墨
譜
に
は
小
異
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
豊
橋
本
に
重
な
る
が
、
朱
に

よ
る
訂
正
の
結
果
尾
崎
家
本
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。

③
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
蔵
『
平
家
正
節
』。
基
本
の
三
十
七
冊
に
、「
小
秘
事
」「
極
秘
（
大
秘
事
）」「
十
九
止
（
間
の
物
）」「
八
坂
流
訪
月
」

「
付
録
全
（
目
録
）」
を
含
め
て
四
十
二
冊
。「
指
南
抄
」「
柱
経
」
が
別
置
さ
れ
る
。
墨
譜
は
尾
崎
家
本
と
小
異
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
皆
名
古
屋
周
辺
で
成
立
し
て
お
り
、
尾
崎
家
本
の
よ
う
に
成
立
の
古
い
も
の
と
、
フ
ェ
リ
ス
本
の
よ
う
に
明
治
期
に
書
写
さ
れ
た

も
の
と
の
間
に
、
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
名
古
屋
周
辺
で
は
、
荻
野
編
の
原
本
が
、
比
較
的
忠
実
に
書
写
さ
れ
続
け
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

（
３
）
初
期
江
戸
伝
播
本

　

正
節
の
江
戸
伝
播
に
は
、
い
く
つ
も
の
経
路
が
考
え
ら
れ
る
（
図
表
２
）。
江
戸
の
平
家
宗
匠
で
あ
っ
た
、
豊
川
勾
当
も
麻
岡
検
校
も
、

直
接
荻
野
ま
た
は
そ
の
弟
子
た
ち
か
ら
正
節
の
平
家
を
習
っ
て
い
る
。
勝
紹
真
や
、
岡
正
武
の
よ
う
な
熱
心
な
晴
眼
の
愛
好
家
た
ち
も
、
機

会
を
捕
ら
え
て
、正
節
を
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、丹
羽
武
六
郎
や
羽
鳥
松
迻
子
の
よ
う
な
尾
張
藩
士
た
ち
は
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ

た
。

　

豊
川
勾
当
に
伝
わ
り
そ
の
周
辺
で
用
い
ら
れ
た
正
節
、
お
よ
び
そ
れ
と
同
じ
記
譜
法
を
持
つ
譜
本
類
を
、「
初
期
江
戸
伝
播
本
」
と
名
付

け
る
。
例
と
し
て
は
、
①
「
豊
川
勾
当
本
」
と
②
『
平
語
小
曲
』
が
あ
る
。
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図
表
２　

正
節
の
江
戸
伝
播
経
路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
は
晴
眼
者

〕
譜
系
の
道
当
〔

纂
編』
節
正
家
平
『屋
古
名

校
検
野
荻

匠
宗
戸
江
世
五

当
勾
川
豊

）
子
弟
田
亀
（

都
京

校
検
野
星

都
京

校
検
本
山

匠
宗
戸
江
世
六

校
検
岡
麻

）
子
弟
河
豊
（

都
京

校
検
村
中

〕
譜
系
の
者
眼
晴
〔

校
検
野
荻

当
勾
川
豊

真
紹
勝
＊

校
検
野
星

郎
六
武
羽
丹
＊

）
士
藩
張
尾
（

武
正
岡
＊

）
子
弟
校
検
田
鴨
・
寛
自
島
三
（

子
迻
松
鳥
羽
＊

）
士
藩
張
尾
（

？

庵
弁
木
大
＊

①
「
豊
川
勾
当
本
」。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
前
田
流
譜
本
平
家
物
語
』
二
十
四
冊
の
こ
と
。
江
戸
の
豊
川
勾
当
現
誉
（
？
―

一
八
一
九
以
前
？
）
は
、
亀
田
検
校
の
元
で
修
業
し
て
い
る
が
、
後
に
荻
野
と
そ
の
弟
子
星
野
に
も
平
家
を
習
っ
て
い
る
（
鈴
木

一
九
八
四　

一
六
頁
）。
こ
れ
は
正
節
に
よ
る
平
家
を
修
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
豊
川
の
晴
眼
の
弟
子
、
勝
紹

真
は
、
豊
川
周
辺
の
愛
好
家
た
ち
が
用
い
て
い
た
譜
本
に
豊
川
勾
当
所
持
の
正
節
本
の
譜
を
書
き
込
ん
だ
。
こ
れ
が
豊
川
本
で
あ
る
。
詞

章
の
右
側
に
は
朱
で
原
譜
が
記
さ
れ
る
が
、左
側
に
墨
で
正
節
譜
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
十
二
巻
本
の
『
平
家
物
語
』
の
順
に
記
さ
れ
、

「
小
秘
事
」
は
十
二
巻
下
に
含
ま
れ
る
。「
大
秘
事
」
は
含
ま
な
い
。
ま
た
荻
野
編
纂
本
の
「
付
録
」
に
あ
た
る
内
容
も
な
い
。
正
節
譜
は

尾
崎
家
本
に
非
常
に
近
い
。

②
『
平
語
小
曲
』（
高
楷
訪
月
撰
、
江
戸
、
大
阪
、
京
都
一
八
〇
〇
刊
）。
平
家
譜
本
史
上
唯
一
の
刊
本
で
、
平
家
の
聴
か
せ
ど
こ
ろ
を
集
め

た
小
品
集
。
乾
坤
二
冊
。『
平
家
物
語
』
各
巻
か
ら
一
句
ず
つ
巻
通
し
の
や
り
方
で
上
中
下
三
セ
ッ
ト
三
十
六
句
を
選
び
、
そ
の
な
か
の

聴
か
せ
ど
こ
ろ
を
抽
出
し
て
収
め
て
あ
る
。
乾
の
冊
に
は
、
平
家
正
節
の
節
名
目
並
象
と
上
之
巻
を
、
坤
の
冊
に
は
中
の
巻
、
下
の
巻
を
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載
せ
る
。

『
平
家
正
節
』
が
最
初
に
江
戸
に
導
入
さ
れ
た
と
き
、
江
戸
で
は
荻
野
編
纂
本
を
そ
の
ま
ま
書
写
せ
ず
、〔
口
説
〕
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
［
上
］

と
い
う
文
字
式
の
墨
譜
を［
／
］ま
た
は［
一
］の
よ
う
な
形
状
の
線
条
譜
に
置
き
換
え
て
書
写
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
豊
川
勾
当
本
」で
は
、［
／
］

を
正
節
の
［
上
］
に
、
ま
た
は
［
一
］
正
節
の
［
小
上
］
に
当
て
て
い
る
。
ま
た
『
平
語
小
曲
』
は
、［
／
］
を
［
上
］
に
、［
コ
］
を
［
小

上
］
に
当
て
い
る
。
江
戸
に
は
、
ま
ず
こ
の
形
で
『
平
家
正
節
』
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
４
）
江
戸
改
訂
本
―
―
岡
正
武
の
校
合
作
業

　

初
期
伝
播
本
が
江
戸
風
の
線
条
式
の
記
譜
法
を
と
り
い
れ
た
こ
と
や
、
吟
譜
は
じ
め
何
種
類
か
の
譜
本
類
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
路
で
正
節
が
江
戸
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
戸
で
は
、『
平
家
正
節
』
の
記
譜
法
に
つ
い
て
多
少
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
江
戸
の
晴
眼
愛
好
者
岡
正
武
は
、
大
々
的
な
譜
本
の
校
合
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
岡
の
関
わ
っ
た
正
節
は
二
点
あ
る
。

①
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
『
平
曲
正
節
』
十
八
冊
。
校
合
作
業
に
用
い
ら
れ
た
譜
本
で
、
巻
通
し
式
の
平
物
十
五
冊
、
習
物
が
三

冊
で
あ
る
。
こ
の
譜
本
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
琵
琶
譜
（
付
録
）」
が
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
蔵
さ
れ
る
。
両
方
を
あ

わ
せ
れ
ば
、
荻
野
編
纂
本
の
基
本
の
三
十
七
冊
と
同
じ
内
容
と
な
る
。
底
本
は
、
京
都
名
古
屋
系
正
節
（
一
二
六
曲
）、
江
戸
初
期
伝
播

本
式
正
節
（
計
三
九
曲
）、
吟
譜
に
江
戸
初
期
伝
播
本
式
正
節
を
書
き
込
ん
だ
も
の
（
計
二
七
曲
）
の
三
種
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
吟
譜
と

は
岡
村
玄
川
が
一
七
三
七
年
に
編
纂
し
、
江
戸
の
一
部
の
平
家
愛
好
家
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
た
譜
本
で
あ
る
。
底
本
の
正
節
譜
は
尾
崎

家
本
に
近
い
が
、
そ
こ
に
朱
や
墨
で
た
く
さ
ん
の
校
異
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。［
小
上
］
を
［
コ
］
と
書
く
。
ま
た
、
付
録
に
含
ま
れ

る
丹
羽
敬
中
の
序
文
は
九
月
の
日
付
を
持
つ
。

そ
れ
ら
の
校
異
の
正
否
を
、
岡
正
武
が
京
都
の
星
野
検
校
に
問
う
た
書
が
『
平
曲
問
答
書
』（
岡
一
八
二
〇
）
で
あ
る
。
岡
正
武
は
そ
の
後
、
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星
野
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
『
平
曲
問
答
書
』
の
答
え
を
参
考
に
浄
書
本
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

②
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
平
家
物
語
節
附
本
』
二
〇
冊
。
こ
の
譜
本
が
そ
の
浄
書
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
二
巻
本
の
『
平
家

物
語
』
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
灌
頂
巻
」「
小
秘
事
」「
大
秘
事
」
を
欠
く
。
記
譜
法
は
正
節
式
で
あ
る
が
、〔
詢
〕〔
中
淘
〕
の
よ

う
な
文
字
遣
い
、［
小
上
］
を
［
コ
］
と
表
記
す
る
こ
と
、
曲
節
名
を
朱
枠
で
囲
う
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
丹
羽
敬
忠
の
序

文
が
安
永
五
年
六
月

4

4

の
日
付
を
持
つ
。

（
５
）
江
戸
改
訂
本
―
―
麻
岡
検
校
の
改
訂

　　

江
戸
の
平
家
宗
匠
麻
岡
検
校
長
歳
一
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
と
五
年
、
京
都
に
上
っ
て
荻
野
の
弟
子
の
中
村
、
山
本
に
正
節
の
平

家
を
習
う
。『
平
語
小
曲
』
や
「
豊
川
本
」
の
左
譜
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
す
で
に
正
節
は
江
戸
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、『
平
家
音
楽
史
』
で
は
、
麻
岡
検
校
を
正
節
の
導
入
者
と
み
な
し
て
い
る
（
館
山
一
九
一
〇
：
三
七
五
）。
江
戸
で
は
麻
岡
に
至
っ

て
、
よ
う
や
く
、『
平
家
正
節
』
が
、
前
田
流
平
家
の
語
り
の
正
本
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

京
都
と
江
戸
の
平
家
は
、
京
都
で
修
行
し
た
亀
田
意
一
（
一
七
六
五
年
登
官
。
第
四
世
江
戸
宗
匠
）
が
江
戸
で
活
動
す
る
な
ど
、
交
流
が

あ
っ
た
も
の
の
、
豊
川
勾
当
現
誉
の
時
代
に
は
、
同
じ
前
田
流
で
も
多
少
の
差
異
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
豊
川
時
代
の
江
戸
の
語
り

を
伝
え
る
と
思
わ
れ
る
豊
川
勾
当
本
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
の
原
譜
と
、
後
か
ら
同
書
に
書
き
込
ま
れ
た
荻
野
の
考
案
し
た
正
節

譜
と
は
、
墨
譜
の
位
置
に
時
折
ず
れ
が
み
ら
れ
る
し
、
詞
章
に
も
小
異
が
あ
る
。

　

麻
岡
は
、
豊
川
勾
当
の
孫
弟
子
な
の
で
、
基
本
的
に
は
江
戸
の
語
り
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
正
節
を
導
入
す
る
に
あ

た
っ
て
、
江
戸
と
京
都
・
名
古
屋
の
語
り
に
異
同
が
あ
る
こ
と
気
付
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
晴
眼
の
弟
子
た
ち
が
、

稽
古
の
折
に
麻
岡
の
語
り
に
合
わ
せ
て
江
戸
風
に
改
訂
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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そ
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
．
丹
羽
敬
中
の
序
文
の
日
付
が
安
永
五
年
六
月

4

4

で
あ
る

ｂ
．
必
ず
し
も
『
平
家
正
節
』
と
い
う
題
を
持
た
な
い

ｃ
．
必
ず
し
も
巻
通
し
と
は
限
ら
な
い

ｄ
．
墨
譜
の
位
置
や
、
曲
節
の
書
き
方
、
用
字
な
ど
、
写
本
に
よ
り
異
同
が
あ
る

ｅ
．
冊
数
は
、
十
二
、十
九
、二
十
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
冊
数
の
も
の
が
あ
る

こ
の
類
の
写
本
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
東
洋
文
庫
蔵
『
平
家
曲
節
』（
清
川
勾
当
本
）。
四
三
冊
。
基
本
の
三
十
七
冊
に
「
小
秘
事
」「
平
家
正
節
目
次
（
目
録
）」
二
冊
、「
平

家
正
節
（
節
名
目
並
象
）」「
八
坂
流
訪
月
」「
平
家
物
語　

拾
弐
目
／
末
（
譜
は
な
い
）」
が
付
随
す
る
。
巻
通
し
。
譜
の
付
き
方
は
国
風
会

本
に
似
て
い
る
が
、
丹
羽
敬
中
の
序
文
は
六
月
の
日
付
を
持
つ
。
節
名
目
並
象
の
冊
に
麻
岡
の
弟
子
の
「
福
住
氏
」
と
記
さ
れ
、
八
坂
流
訪

月
の
末
に
は
、「
于
時
天
保
三
壬
辰
年
六
月
清
川
勾
当
坊
需
写
焉
令
伝
受
畢
」
と
あ
る
。

②
館
山
甲
午
旧
蔵
『
平
家
節
譜
』（
麻
岡
検
校
口
授
本
）。
九
冊
。
普
通
の
『
平
家
物
語
』
の
巻
九
か
ら
巻
一
二
に
か
け
て
、
一
巻
を
二
、

三
冊
に
分
冊
に
し
、
装
丁
を
新
し
く
し
た
も
の
が
、
他
の
譜
本
類
と
一
緒
に
館
山
甲
午
氏
の
も
と
に
所
蔵
さ
れ
る
。
第
一
二
巻
の
奥
に
「
右

平
家
物
語
十
二
巻
并
間
之
物
十
三
句
語
替
二
十
二
節
物
当
流
中
興
名
人
荻
野
検
校
知
一
宗
匠
校
合
改
正
之
正
節
也
麻
岡
宗
匠
予
口
授
伝
授

畢
」
と
あ
る
。
十
二
巻
本
と
い
う
意
味
で
演
博
の
岡
正
武
本
と
共
通
す
る
。

（
６
）
二
種
類
の
丹
羽
敬
中
序
文
に
つ
い
て

　

京
都
名
古
屋
系
正
節
と
江
戸
系
正
節
と
で
は
、
丹
羽
敬
中
の
序
文
の
日
付
が
異
な
る
。
従
来
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
安
永
五
年
六
月
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に
い
っ
た
ん
完
成
を
見
て
江
戸
へ
伝
播
し
た
が
、
名
古
屋
で
は
、
さ
ら
に
整
譜
作
業
が
続
き
、
最
終
的
に
九
月
に
完
成
し
た
も
の
が
使
わ
れ

た
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た（
奥
村
一
九
八
一　

一
〇
五
頁
）。
し
か
し
、正
節
の
江
戸
伝
播
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
で
行
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
、
現
存
す
る
六
月
序
文
の
一
番
古
い
も
の
が
東
京
大
学
蔵
の
「
天
野
忠
景
本
」（
一
七
九
七
写
）
で
あ
る
。

　

尾
崎
家
本
の
九
月
序
文
と
青
洲
文
庫
本
の
六
月
序
文
の
内
容
を
比
べ
て
み
る
と
、そ
の
相
違
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
全
体
に
九
月
序
文
は
言
葉
が
難
し
く
、
文
体
が
古
め
か
し
い
。
九
月
序
文
で
は
、「
叔
末
之
秋
」、「
多
痾
」、「
帰
道
山
」
な
ど
、
難
解
な

用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
（
平
家
正
節
刊
行
会　

一
九
七
四　

五
―
六
頁
）、
六
月
序
文
で
は
、「
漸
衰
」、「
多
病
」、「
死
」
な
ど
、

平
明
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。　
　

②
九
月
序
文
で
は
、
荻
野
の
伝
記
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
年
号
を
元
号
と
干
支
の
み
で
記
し
て
あ
る
の
に
、
六
月
序
文
で
は
、
数
字
を
付
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
九
月
序
文
の
「
宝
暦
癸
酉
年
」「
己
卯
」
は
、
六
月
序
文
で
は
「
宝
暦
三
癸
酉
年
」「
宝
暦
九
年
己
卯
」
と
な
っ
て

い
る
。

③
九
月
序
文
で
は
荻
野
を
「
荻
野
氏
」
と
よ
び
、
六
月
序
文
で
は
「
荻
野
先
生
」
と
呼
ぶ
。

　

以
上
三
つ
の
相
違
点
は
、
い
ず
れ
も
、
六
月
序
文
の
後
出
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
月
序
文
の
難
解
さ
は
、
漢
文
を
得
意

と
し
た
君
山
学
派
ら
し
い
格
調
を
示
す
の
に
対
し
て
、
六
月
序
文
の
平
明
さ
は
、
儒
学
者
ら
し
さ
に
欠
け
る
。

　

荻
野
の
伝
記
を
記
す
の
に
、
数
年
前
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
干
支
だ
け
で
十
分
だ
が
、
十
二
年
以
上
、
つ
ま
り
干
支
が
一
回
り
す
る
以
前
の

こ
と
で
あ
れ
ば
、
元
号
や
年
数
を
干
支
と
も
に
示
す
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。

　

ま
た
、「
先
生
」
と
い
う
敬
称
だ
が
、
丹
羽
敬
中
は
、
こ
の
序
文
を
書
い
た
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
荻
野
よ
り
か
な
り
年
輩
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
敬
中
が
荻
野
を
「
先
生
」
と
呼
ぶ
の
は
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
。「
先
生
」
と
呼
ぶ
の
は
、
荻
野
よ
り
若
い
人
あ
る
い

は
荻
野
の
弟
子
た
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

六
月
序
文
は
、
江
戸
系
の
正
節
に
し
か
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
安
永
五
年
を
下
っ
た
あ
る
時
期
に
、
誰
か
別
の
人
の
手
に
よ
っ
て
平
明
で
わ

か
り
や
す
く
、
し
か
も
荻
野
へ
の
敬
意
を
盛
り
込
ん
で
書
き
直
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
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る
の
は
、
敬
中
の
婿
養
子
で
、
荻
野
の
正
節
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
丹
羽
氏
章
か
、
そ
の
息
子
の
丹
羽
武
六
郎
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
武
六
郎

は
「
荻
野
検
校
中
琵
琶
も
平
曲
も
第
一
の
上
手
」
で
（
岡
正
武
「
平
曲
問
答
書
」
跋
文
）、
荻
野
か
ら
直
接
平
家
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、

勝
与
八
、
岡
正
武
な
ど
の
江
戸
の
愛
好
者
た
ち
と
は
、
琵
琶
譜
を
貸
与
し
た
り
し
て
い
て
直
接
交
流
が
あ
っ
た
。
武
六
郎
は
、
祖
父
の
序
文

が
難
解
で
不
明
瞭
な
こ
と
に
不
満
を
も
ち
、
父
の
氏
章
あ
る
い
は
自
ら
が
書
き
改
め
た
六
月
序
文
を
、
江
戸
の
平
家
愛
好
家
に
提
供
し
た
可

能
性
も
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
７
）
ま
と
め

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
平
家
正
節
』
は
そ
の
成
立
後
、
当
道
座
の
前
田
流
平
家
の
正
本
と
し
て
、
他
の
地
域
に
も
伝
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
江
戸
の
前
田
流
は
京
都
・
名
古
屋
の
前
田
流
の
語
り
と
は
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、『
平
家
正
節
』
も
変

容
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
荻
野
の
編
纂
し
た
『
平
家
正
節
』
と
江
戸
系
の
『
平
家
正
節
』
の
違
い
は
、
完
成
前
の
『
平
家
正
節
』
が
流

出
し
て
江
戸
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
岡
正
武
の
よ
う
な
熱
心
な
晴
眼
愛
好
者
や
、
麻
岡
検
校
長
歳
一
の
よ
う
な
江
戸

系
の
演
奏
家
の
手
に
よ
っ
て
、
江
戸
系
の
語
り
に
あ
っ
た
『
平
家
正
節
』
が
成
立
し
た
結
果
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
＊
本
稿
は
拙
著
『
平
家
の
音
楽
』（
一
九
四
‐
二
〇
八
）
を
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
引
用
文
献
】

奥
村
三
雄　
　

一
九
八
一　
　
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
東
京
：
櫻
楓
社
。

鈴
木
孝
庸　
　

一
九
八
四　
　
「
解
題　

第
四
節　

撰
者
、
諸
本
、
成
立
」
秋
永
一
枝　

他
編
『
平
家
物
語　

前
田
流
譜
本　

一
』。

　
　
　
　
　
　

一
九
九
四　
　
「
豊
川
本
平
家
物
語
・
解
題
補
遺
」『
平
曲
鑑
賞
会
会
報
』
一
四
号
。
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二
〇
〇
二　
　
「
平
曲
伝
承
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
。

館
山
漸
之
進　

一
九
一
〇　
　
『
平
家
音
楽
史
』。
木
村
安
重
刊
。

（
武
蔵
野
音
楽
大
学
教
授
）




